
 このほど、県民の 

皆さんにアンケート 

調査を行ったところ、 

約85％の方が「治安 

が良いと思う」と回 

答されました。 

アクション・プランでは、 

次回（2020年）の調査で 

「90％以上」とすることを 

目標にしています。（裏面に続く。） 

 

 

 

 

 

 

 

                           
 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 
認知件数 

H25.1～２ 

前年比 

被害額 

 前年比  前年比 

特殊詐欺 405 件 ＋57 件 約10億1,592万円 －約 5,902 万円 
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平成 29 年中（暫定値） 

 

 

高齢者を犯罪から守るために  
● 住まいの防犯診断を！ 
 築年数の経った住宅の場合、防犯上の不備がない
かチェックしてみましょう。 

   NPO法人 広島県生活安全防犯協会 
（電話 082-263-5390） 

● 防犯機能付き電話機の設置を！ 
   特殊詐欺などの電話をシャットアウトできる、市
販の防犯機能付き電話機を導入しましょう！ 

目標（～H32） 
年間 17,000 件 

刑法犯総数 

身近な犯罪 

子供・女性・高齢者被害の刑法犯 

特殊詐欺の被害状況（振り込め詐欺・還付金等詐欺など） 

※ 「身近な犯罪」とは、乗り物盗、街頭犯罪、侵入強・窃盗、性犯罪の４類型

14罪種の総称です。 

             

プライバシーの保護に配慮しつつ、防犯カメラを効

果的に運用していただくため、県としての「防犯カメ

ラの設置及び運用に関するガイドライン」を策定しま

した。ガイドラインは、ホームページでご覧いただけ

ます。→  広島県 防犯カメラ ガイドライン  で検索 
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昨年１年間を振り返って― 

新年、明けましておめでとうございます。今年も、

暮らしに役立つ防犯情報をどんどん発信していきます

ので、どうぞよろしくお願いします。 

さて、左のグラフのとおり、犯罪の認知件数は軒並

み前年比で減少しましたが、高齢者の被害件数は、微

減にとどまっています。 

高齢者を犯罪被害から守るためには、 

周囲の方々の協力が不可欠です。家族 

だけでなく、近所の高齢者も、地域全 

体で犯罪から守っていきましょう。 

平成 30 年１月号 

 １月10日の「110番の日」に先立ち、１月７日、

広島駅南口地下広場で広報イベントを行いました。 

 会場では、一日通信指令官に委嘱されたカープの

藤井皓哉選手のトーク 

ショーや110番通報演 

習などを通じて、110 

番通報の仕組みやポイ 

ントについて広報しま 

した。 

85.3％が「治安良好」と回答～県政世論調査 

防犯カメラの県ガイドラインを策定 

6,536 

6,971 

目標（～H32） 
年間 7,000 件 

目標（～H32） 
年間 8,500 件 

110番の正しい利用方法をPR～110番の日 

目標（～H32）年間 ５億円 

そう思う
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ためらわず すばやく 
あなたの110番 

Q 居住地域は治安が良く、安全で 
安心して暮らせる地域だと思いますか 
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このほか、おばあさんに扮

した女性警察官が腹話術で

特殊詐欺の被害防止を呼び

かけるコーナーもあり、内容

盛り沢山の楽しいイベント

となりました。 

防犯機器・設備 
のご相談は… 



 

 
 

明るい街づくりＹＳ連合は、平成13年に油見(Ｙ)及

び新町(Ｓ)の自治会等が協力し、大竹駅前を中心とす

る地域の防犯ボランティア団体として発足しました。 

児童の見守り活動のほか、小学校の総合学習として

田植えやむすび作り、折り紙などの昔遊びを伝授した

りと、情操教育を通じて児童の 

健全育成や非 

行防止に大き 

く貢献してい 

ます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア まちの 

 
 

長束地区防犯組合では、地区から特殊詐欺被害を出

さないよう、駅やスーパー前で高齢者に最新の手口を

説明しながら手作り啓発チラシやティッシュを配布

するなどの活動を行っています。また、子供の見守り

活動、あいさつ運動のほか、夜間の自転車ライト点灯

の広報啓発活動を行っており、 

点灯率アッ 

プにもつな 

がっていま 

す。 

明るい街づくりＹＳ連合  ～ 大竹市 

 

長束地区防犯組合 ～ 広島市安佐南区 
 

今すぐアクセス！県警ホームページ http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police 

平成 28 年～平成 32 年 
運動目標 

重点項目 

県民だれもが穏やかで幸せな暮らしを実感できる 

日本一安全・安心な広島県の実現 

● 身近な犯罪被害の抑止 

● 子供・女性・高齢者等の安全確保 

● 新たな犯罪脅威への対応 

あなたのまちの犯罪発生 
状況がマップで分かる！ 

犯罪発生マップ  

犯 防 
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空き巣などの侵入犯罪

振り込め詐欺などの特殊詐欺

インターネットを利用した犯罪

ひったくり、路上強盗などの犯罪

乗り物の盗難や車上ねらい

子どもを狙った声かけや性犯罪

暴行、傷害などの粗暴な犯罪

殺人、強盗などの凶悪な犯罪

痴漢、盗撮や強制わいせつなどの性犯罪

ストーカーやＤＶ

調 査 対 象 広島県内在住の満18歳以上の県民 
標 本 数 2,000人を無作為抽出 
調 査 時 期 H29.8.30～H29.10.12 
有効回答数 1,200（有効回答率：60.0%） 
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公共空間への防犯カメラや防犯灯の設置促進

子どもを犯罪被害から守るための対策

犯罪発生や防犯対策に関する具体的な情報の提供

高齢者を犯罪被害から守るための対策

防犯意識を向上させるための広報啓発

女性を犯罪被害から守るための対策

防犯性能の高いサッシやガラスなどを備えた住宅の普及

地域貢献活動に取り組む事業者との協働・連携

防犯ボランティア活動を行う団体に対する支援

盗まれにくい自転車など犯罪被害に遭いにくい製品の普及

● 「空き巣などの侵入犯罪」が６割を 

超えるなど、依然として「身近な犯罪」

に不安を感じる県民が多い 

● 特殊詐欺とインターネット利用犯罪

が前回調査から大きく増加 

● 防犯カメラ等の設置促進を 

要望する人が半数以上 

～前回調査（３位）から大きく増加 

Q 安全・安心な生活を送るために、犯罪の取締り以外に重点的に取り組んで欲しい施策は何ですか。（３つ以内選択） 

Q 日常生活で自分自身や身近な人が被害に遭うかもしれないと不安に感じている犯罪は何ですか。（３つ以内選択） 

（%） 

（%） 

県政世論調査の結果（全文）や地域・年齢・男女別の回答結果は、広島県ホームページに掲載されています。 

平成29年度県政世論調査の結果 


